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学生の視点から見えた 課題と地域研究の成果

子ども・子育て班（アンケート）

広報・プロモーション班国際交流班

子ども・子育て班（絵本製作）

守口市や地域の課題解消のために研究を進めた各班の皆さんに、 研究の成果や今後の課題について話を聞きました。

（１）５歳児を持つ保護者（70人）を対象に子育てにお
いての心配事や希望をアンケートにより聴取し、その
結果をもとに学生の視点による調査を実施した。
（２）それぞれの目線から見えてくるニーズについて、
比較・関連づけ・総合することで現状の課題の解消につ
なげるための方策を検討した。
（３）子どもの目線に立った時の歩きタバコのリスクを
広く周知するとともに、道路の狭さや、見通しの悪さ
などを提案し、ポイントごとに改善することで、子ど
もの安全安心を確保し、ファミリー層が住みやすいま
ちづくりを進めてほしい。

（１）婚姻届を出す人が結婚の幸せをインスタグラムな
どの SNS で発信することを促すモニュメントを市役
所内のスペースに制作した。
（２）婚姻届を提出する平均的な世代を考え、「インスタ
映え」を意識し、モニュメントの大きさやポジションを
検証し制作・設置した。
（３）婚姻届を提出したご夫婦など多くの皆さんに、記
念となる写真を撮ってもらいたい。また、市役所内に
インスタ映えするスポットができることにより、SNS
などでの拡散を促進する起因となり「守口市」の PR の
一助にもなることを期待している。

（１）守口市国際交流センターで実施しているいろいろ
な取り組みに参加している在住外国人と、大阪国際大
学に在学する外国人留学生との交流会を開催すること
を企画した。
（２）守口市に住む外国人が抱える悩み事や、言葉の壁
など気になる点をまとめ、交流会に向けて留学生、地
域、大学生が、どのような役割意識で取り組めば成功
につながるかを検討した。
（３）今回の交流会をきっかけとして、市内に住む外国
人が、子育て世代や、高齢者などとの地域に根ざした
交流にも積極的に参加できる環境を作ってほしい。ま
た、2020年の東京オリンピックを見据え、守口市で
も国際交流の場を多く作ってほしい。

（１）子どもの歯の健康を分かりやすく、また情操教育
の一環として親子で楽しめる手作り絵本を製作した。
（２）むし歯や歯みがきの必要性について知識を深め、
小さな子どもでも見やすく、理解できるよう工夫した。
（３）親が子に本を読み聞かせる時間を作ることで、親
子の絆を育み、子どもが歯の健康について興味を持ち
進んで歯みがきをできるようになってもらいたい。市
の幼児健康診査への利用や、認定こども園、保育所、
幼稚園や子育てに関する施設に配架するなど、子育て
支援活動にも活用してほしい。

（１）活動の内容　（２）どのように研究を進めたか
（３）成果をどのように行政や地域で活用してほしいか
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防災班（中学生向けリーフレット）官・学・地域が
一体となって

防災班（小学校低学年向けリーフレット）防災班（小学校高学年向けリーフレット）

（１）中学生に向けた内容として発生時の対応や、自助・
共助の概念も含め、地震についての防災意識を高める
リーフレットを作成した。
（２）中学生として災害に対する知識を持ってもらうた
め製作者側としても市の危機管理室の協力を得なが
ら、より深く地震・災害について調査・研究し、中学生
が興味を引く構成を心掛けた。
（３）授業などで活用することで、若年層から防災意識
を高め、災害発生時には自らの安全を確保をした上で、
高齢者や小学生などの避難誘導など、中学生ができる
自助・共助の精神を育む教育を進めてもらいたい。

　学生が地域を少しでも身近に感じられる、また自分
たちなりに地域に関わってみる機会を作れないか…そ
んな思いから「地域研究」の授業に取り組み始めて、今
年で3年目となります。
　今年は、守口市、市国際交流協会の皆さんからの
「ミッション」に学生が取り組むという、新たな試みに
チャレンジしました。
　受講生は全員、短期大学部の2年生で、普段まちづ
くりなどを専門に学ぶ学生でもなく、また守口市に住
む学生も少数です。学生たちの活動が、市の問題解決
や活性化にどれだけ寄与するものであったのかは心も
とないですが、活動を温かく見守っていただき、「自分
たちの声を聞いてもらえる」「自分たちのアイデアが実
際に形になる」という貴重な経験をさせていただきま
した。今後も、学生が地域に関わる機会づくりに、微
力ながら取り組みたいと考えています。
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（１）小学低学年向けに防災の情報を分かりやすく興味
を持てるリーフレットを作成した。
（２）小学校低学年の読解力や知識を考え，大学の幼児
教育の先生にも協力を得ることで、視覚を重視した分
かりやすい内容を検討した。
（３）各小学校に配布することで、防災の意識を小さな
頃から養うとともに、防災学習に役立ててほしい。常
にランドセルに入れておくことで、地震が突然起きて
も大丈夫なよう、備えの一つとして活用してほしい。

（１）地震についてまず班で研究し、小学生が分かるよ
うに、地震の発生や避難に関することについて分かり
やすく説明した地震対策リーフレットを作成した。
（２）市の危機管理室の職員からのアドバイスを受け、
市の特性やハザードマップを参考に小学生が理解しや
すい内容を検討した。
（３）地震に対する備えを意識するため、地震が起きた
とき、身の回り利用法など、どのように避難すれば良
いかという情報や、持ち物や避難場所も、自ら記入す
るようにした。学校での授業に活用したり、家族で対
策ブックの内容を共有してほしい。


